
【問合せ先】 ※まちづくりニュースに関するご意見は、下記までお問い合わせ下さい。

さいたま市 都市局 まちづくり推進部 与野まちづくり事務所 管理係
住所：〒３３８-８６８６ さいたま市中央区下落合５-７-１０ (中央区役所4階)
電話：０４８-８４０-６１５３ ファックス：０４８-８４０-６１５５
メールアドレス：yono-machidukur i@city.saitama. lg . jp

令和２年度 総会のご案内

開催日時

会 場

令和２年６月１３日 （土） 10時00分

さいたま市中央区役所3階 大会議室

議 題
令和元年度事業報告及び決算、役員の改選
令和２年度事業計画（案）及び予算（案）

基調講演「公共施設再編に向けた地域の関わり方について」
講師：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 主任研究員 西尾 真治 氏

プロフィール

2010年から4年間、さいたま市行財政改革推進本部副理事（任期付採用）に就

任し、現在は、さいたま市公共施設マネジメントアドバイザーとして、さいたま

市の公共施設マネジメントを先導。

その経験を生かし、アドバイザーとして、全国各地の公共施設マネジメントの

取組を支援。

・本協議会の総会は公開しますので、当日お気軽に会場へお越し下さい。（事前申込みは不要です。）

なお、傍聴席には限りがありますので、ご了承ください。

・駐車場には限りがありますので、徒歩又は公共交通でお越しください。

芸術劇場と地域が連携したまちづくり分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト４］

第４回分科会を開催しました！

「令和２年度アートフェスティバルよのだもんね！の実施について」及び「手形レリーフ設置と環

境整備の検討について」等意見交換を行いました。主な意見は以下のとおりです。

また今回から、本事業の連携先である彩の国さいたま芸術劇場の担当者がオブザーバーとして参加

することとなりました。今後は、「芸術劇場と地域が連携したまちづくり」の実現に向けて、芸術劇

場の意見を直接伺いながら、現状や課題等を整理するとともに、地域の賑わいを創出できるような具

体的な連携施策等について、引き続き協議していきます。

【令和２年度アートフェスティバルよのだもんね！の実施について 】

●芸術劇場自主事業との同時開催を検討していく。

●本市ゆかりのアーティストや与野本町駅周辺の複数の学校に出演参加

を呼び掛ける。

【手形レリーフ設置と環境整備の検討について】

令和元年８月設置

寺島しのぶ

●令和元年度をベースに、準備工程やイベント内容における課題を検討し、

令和２年度実施に向けて協議していく。

※令和元年度は台風１９号の影響により中止

書道パフォーマンス（180cm×180cm）
与野高等学校書道部制作の案内表示

【手形レリーフ設置と環境整備の検討について】

●シェイクスピア・シリーズが37作品中3５作品まで進んでお

り、残り２作品終了までは引き続き、手形レリーフ設置と環

境整備の検討を行っていく。

シェイクスピア・シリーズ終了後の手形レリーフ設置につい

ては、本分科会の中で検討していく。

●アートストリートエリアのPR方法について検討していく。令和２年３月設置

宮本裕子

※新型コロナウイルスの影響により、中止や内容の変更をする
場合があります。詳しくは、市ホームページ又は問合せ先へ。

発行元 与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会

まちづくりニュース
与野本町駅周辺地区

第１１号

【発行月：令和２年４月】

＜中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化分科会＞

◆ 与野本町駅周辺の利便性向上に係る取組について意見交換しました

◆ 与野中央公園の整備計画の進捗状況について共有しました

◆ ワークショップ「中央区役所周辺のまちづくり第２弾」の開催結果

＜歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会＞

◆ 前庭空間活用・街並みルール案について、意見交換を行いました

◆ 本町通り交通社会実験の実施状況について共有しました

＜芸術劇場と地域が連携したまちづくり分科会＞

◆ 第４回分科会を開催しました

＜ご案内＞

◆ 令和２年度総会のご案内

第１１号のトピックス

中面
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裏面

裏面

中面

中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト１］

与野本町駅周辺の利便性向上に係る取組について意見交換しました！

与野中央公園の整備計画の進捗状況について共有しました！

市から駅周辺の利便性向上に係る施策（案）について、以下

のとおり、情報提供がありました。

また、施策（案）に関連する「地域団体等の滞留空間の使い

方」、「駐輪場の利便性に係る地域の取組」といった地域との

協働の取組について意見交換を行いました。

利 便 性 向 上 に 係 る 施 策 （ 案 ）

・駅前広場の改修

・交通安全施設の充実

・一時駐輪の利便性向上に係る地域等との調整

・滞留空間や休憩施設の改善 ・・・・など

市から、与野中央公園の整備計画の進捗状況について説明を受け、意見交換を行いました。

令 和 元 年 度 の 取 組 内 容

●造成計画について

・先行的に造成する範囲の検討

●鴻沼川を横断する橋梁について

・橋梁形式の検討や、ボーリング調査

●一体型調節池（埼玉県施行）について

・底面利用方法や貯留量の見直しに関する協議

●公募設置管理制度（Park-PFI）等の活用による

公民連携事業の導入について

・サウンディング市場調査

・事業手法や施設提案等に関する意見交換

◆基本計画図に付替道路等
の位置を重ねたもの

複合スポーツ施設
（規模：検討中）
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ふるさとの林
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中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト１］ 歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会

［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト３］

前庭空間活用の検討を行い、本町通り沿

いの一山神社の冬至祭に合わせて取組を実

施しました。

また、街並みルール案においては、安心

して歩ける歩行空間、賑わいづくりのため

の前庭空間活用、街並みの統一感の創出の

３点について、意見交換を行いました。

今後のまちづくりニュースでは、街並み

ルール案の取りまとめ結果について、報告

していきます。

市が実施している本町通り交通社会実験の実施状況について、情報提供がありました。交通量調査や沿道住民

アンケート調査等の結果をもとに、今回の交通社会実験は、当面の間、継続的に実施すると伺っています。

分科会においても、本町通りの更なる改善に向けた意見交換を行っていきます。

本町通り交通社会実験の実施状況について共有しました！

前庭空間活用・街並みルール案について、意見交換を行いました！

2.0m

＜交通社会実験の結果＞
・「歩きやすくなった」との多く回答があり、「社会実験を継続すべき」との声も多かった。
・車道幅員を狭めることに関して、自動車交通量に大きな変化はなく、自動車走行環境に関しては、
影響がないとの意見が多かった。
・本町通りにおける事故件数は、増加しておらず、実験開始後の約4か月間で人身事故は発生してい
ない。

対象：交通社会実験区間を中心とした、本町通り沿道世帯
方法：直接配布、郵送回収

時期：令和元年12月26日（木）～令和2年1月15日（水）
回収票数：回収数132票（配布数520票）、回収率25.4％

歩きやすく

なって良い
72.8%

歩きにくいため良く

ない
18.9%

無回答 8.3%

■車道幅員を狭めて路側帯（歩行空間）
を広げる取り組み

■安全な歩行空間を実現するための
今後の取り組み

■交通社会実験の今後の方向性

沿道住民アンケート調査結果（抜粋）

路側帯（歩行空

間）のカラー舗装
化

21.2%

道路側溝の段差
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その他 無回答

■どのような「まち」を目指すべきか（２つまで回答）

※調査結果の詳細につきましては、さいたま市ホームページに掲載しております。
【さいたま市ホームページ  https://www.city.saitama.jp/001/010/015/006/p065934.html 】
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回答回数=181
（件）

一山神社の冬至祭に合わせて、沿道の方
の協力を得て、周辺の前庭空間にキッチ
ンカーの出店や椅子などを設置しました

前庭空間に設置している机やイスに
PRのロゴを付けています

１ 班 ２ 班 ３ 班

・芸術のまちとして与野をアピー
ルするため、文化センターと図
書館を駅近に配置

・駅からの動線を確保するため、
鴻沼川沿いに緑道を配置し環境
空間緑道に繋げる

・みんなが集まる場所で世代間交
流を育むため、老人福祉セン
ターと児童センターを広場・公
園に隣接して配置

・東西の敷地を繋ぐため、施設の2
階をデッキで接続

・建物があって公園があるのでは
なく、公園や緑の中に建物があ
るイメージ

・図書館をまちづくりの中心と考
え、全体の結節点とするため敷
地の中心に配置。

・民間駐車場を旧与野公民館敷地
（飛び地）に配置し、民間に貸付

・駅方面からの新たな顔とするた
め、公園を駅近に配置（公園は
鴻沼川を活かして親水公園とし
て利用、ボールを使える空間や
エアートランポリン等の新しい
ものを導入。）

・川沿いを散歩できるように、散
策路を鴻沼川沿いに配置

・子どもとお年寄りが公園に出や
すくするため、老人福祉セン
ターと児童センター等を公園に
隣接させて配置

・住宅地に配慮（日当たり等）し、施
設を住宅地から少し離れて配置

与
野
本
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沼
川

図書館
公民館
老人福祉ｾﾝﾀｰ
飲食施設

Ｎ

ワークショップ「中央区役所周辺のまちづくり第２弾」の開催結果

結 果 の 概 要

・市が進める中央区役所周辺の公共施設再編の施設配置の考え方
などについて話し合い、意見やアイデアを出しました。

～・～・～・～・～・～・～・～ ま と め ～・～・～・～・～・～・～・～

・公園や緑道を駅から敷地までを繋ぐ機能として配置 ・公園や広場を各施設を繋ぐ機能として配置

・区役所を北東(法務局南側)に配置 ・図書館とカフェ（飲食施設）を合築

・大きなオープンスペース（公園・広場）を鴻沼川沿いに配置 等

開催日：令和元年１２月２２日（日）

参加人数：１８名（公募による応募者６名）

話し合った内容：中央区役所周辺での過ごし方のイメージ、
各施設の配置位置・理由、合築する施設など
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発行元 与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会

まちづくりニュース
与野本町駅周辺地区

第１２号

【発行月：令和３年２月】

＜歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会＞

◆ 本町通り交通社会実験後の区画線の変更について

＜中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化分科会＞

◆ 中央区役所周辺の公共施設再編に係る取組について

＜芸術劇場と地域が連携したまちづくり分科会＞

◆ 第１回、第２回分科会を開催しました

第１2号のトピックス

表面

裏面

裏面

歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト３］

本町通り交通社会実験後の区画線の変更について

本町通り交通社会実験を踏まえた区画線の変更について、与野まちづくり事務所より情報提供

がありました。市が昨年度実施した本町通り交通社会実験について、交通量調査や沿道住民アン

ケート調査等の結果が概ね良好だったことから、実験形態が継続されておりました。

今回は、実験で変えた幅員構成を、継続的な区画線の状態へ移行するための、区画線の引き直

し工事を行っていくということです。

今回の区画線の引き直しにより、平成２９年度に実施したワークショップで提案した車道・歩行

空間の幅員構成の見直しが一歩前へ進むことになります。引き続き、行政と協働で本町通りのまち

づくりを進めていきたいと考えております。

消去

白破線
に変更

消去

残置

残置

消去

区
画
線
変
更
区
間

・社会実験の案内表示は消去、自転車の案内表示は残置

・中央線を黄色実線から白破線に変更

・白破線に変更する区間は、八幡通りからたつみ通りまで

・実験前の中央線、外側線（現在、黒線）は消去

・施工時期は令和３年３月を予定

本 町 通 り の 区 画 線 の 変 更



与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会のページ（市ホームページ内）

http://www.city.saitama.jp/001/010/015/006/p051202.html

与野本町 まちづくり推進協議会
こちらのQRコードからも
ご覧いただけます

【問合せ先】 ※まちづくりニュースに関するご意見は、下記までお問い合わせ下さい。

さいたま市 都市局 まちづくり推進部 与野まちづくり事務所 管理係
住所：〒３３８-８６８６ さいたま市中央区下落合5-7-10 (中央区役所４階)
電話：０４８-８４０-６１５３ ファックス：０４８-８４０-６１５５
メールアドレス：yono-machidukur i@city.saitama. lg. jp

芸術劇場と地域が連携したまちづくり分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト４］

第１回、第２回分科会を開催しました

令和２年度アートフェスティバルよのだもんね！について、コロナ禍の中、感染防止対策を行った

うえで開催するか又は中止するか等をテーマに、意見交換を行いました。

また、今後のLP4分科会における活動の進め方についても意見交換を行い、提案された活動内容

を基に、芸術劇場と地域が連携したまちづくりを進め、芸術のまちとしてのイメージアップを図れる

施策等について、引き続き検討していきます。

【令和２年度アートフェスティバルよのだもんね！の開催中止について】

●「令和２年度アートフェスティバルよのだもんね！」は、令和３年１月２３日（土）の開催
に向けて、LP4分科会をはじめとする関係者皆さんの協力のもと準備を進めてまいりましたが、
新型コロナウイルス感染症拡大の状況から、関係機関と検討の結果、「中止」とさせていただ
きました。 中央区役所区民生活部コミュニティ課

中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト１］

昨年度に実施したサウンディング型市場調査※の結果について、市から情報提供がありました。

中央区役所周辺の公共施設再編に係る取組について

●調査目的

民間事業者の参入意向や、施設整備・運営に関する具体的な提案や意見・要望等を把握し、本事業の

施設配置計画や事業スキーム等の検討の参考にすることを目的とする。

●実施日

令和元年１１月１２日から１１月１４日まで

●参加事業者

本事業に関心を有する１６グループと対話を行いました。

●調査結果の概要

参加事業者から提案のあった導入可能性のある主な民間施設（結果の概要から一部抜粋）

・スーパーマーケット ・ドラッグストア ・温浴施設・飲食・産直施設・シェアオフィス

・有料老人ホーム・医療モール ・認可保育所・学習塾 ・マンション 等

その他の調査結果の概要については、市ホームページ内にて公開中

https://www.city.saitama.jp/001/010/001/p066955.html

サウンディング型市場調査の結果概要

※サウンディング型市場調査：民間事業者との意見交換等を通し、事業に対して様々なアイデアや意見を把握する調査



【問合せ先】 ※まちづくりニュースに関するご意見は、下記までお問い合わせ下さい。

さいたま市 都市局 まちづくり推進部 与野まちづくり事務所 管理係
住所：〒３３８-８６８６ さいたま市中央区下落合５-７-１０ (中央区役所4階)
電話：０４８-８４０-６１５３ ファックス：０４８-８４０-６１５５
メールアドレス：yono-mach idukur i@city .saitama. lg. jp

芸術劇場と地域が連携したまちづくり分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト４］

◇与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会とは

・平成２７年１１月、与野本町駅周辺の将来像を示す「与野本町駅周辺地区

まちづくりマスタープラン」がさいたま市により策定されました。

・このプランで位置付けられた６つのリーディングプロジェクト（ＬＰ）を

実現していくため､私たちは平成２８年１１月に「与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会」を設

立し、地域住民が主体となり、行政と協働しながら本格的なまちづくりの活動をしています。

※本協議会は行政と協働しながら地域主体のまちづくりに取り組んでおり、個人の要望や要求をする場ではありません。

◇ 与野本町駅周辺地区のまちづくりに一緒に取り組みませんか

・協議会では、まちづくりの具体的な取組内容や実施に関する検討をしています。中央区内にお住まい

の方やお勤めの方で、協議会の目的にご賛同、ご協力いただける方の入会をお待ちしています！！

・これまでの活動や取組について、詳しくは、以下のホームページをご覧ください。

まちづくりに一緒に取り組みませんか？

与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会のページ（市ホームページ内）

http://www.city.saitama.jp/001/010/015/006/p051202.html

与野本町 まちづくり推進協議会
こちらのQRコードからも
ご覧いただけます

令和３年度及び令和４年度における分科会の活動内容について協議しました。今年度、目

標に掲げている「令和３年度アートフェスティバルよのだもんね！」の実施等について意見

交換を行いました。

芸術劇場の活動を知る機会（「アートフェスティバルよのだもんね！」の実施等）を充実

させ、芸術劇場と地域、地元の学校と連携したイベントを展開させます。

「芸術劇場と地域が連携したまちづくり」の実現に向けて、芸術劇場と地域とのつながり

の強化、地区外から人々を呼び込むことができるような具体的な連携施策等について、引き

続き協議していきます。

【令和３年度アートフェスティバルよのだもんね！の実施について 】

●

●

●

第１回、第２回分科会を開催しました！

令和元年度や令和2年度を参考に、準備工程やイベント内容における課

題を検討し、令和３年度実施に向けて協議します。

※令和元年度は台風１９号の影響により中止

令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の状況から中止

地域や地元の学校と連携し、さいたま市にゆかりのあるアーティスト

を迎えて実施します。

区共催の美術展・音楽コンサートを同日開催します。

発行元 与野本町駅周辺地区まちづくり推進協議会

まちづくりニュース
与野本町駅周辺地区

第１３号

【発行月：令和４年１月】

＜中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化分科会＞

第１回分科会を開催しました！

中央区役所周辺の公共施設再編方針（案）について情報提供いただきました！

＜歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会＞

第１回分科会を開催しました！

本町通り沿道組織の設立に向けた取組状況を共有しました！

＜芸術劇場と地域が連携したまちづくり分科会＞

第１回、第２回分科会を開催しました！

＜ご案内＞

みなさんもまちづくりに参加しませんか？

第１３号のトピックス

中面

表面

裏面

裏面

中面

中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト１］

第１回分科会を開催しました！

分科会を開催し、（１）与野中央公園整備について、（２）複合スポーツ施設について、
（３）一体型調節池について市の関連部署と意見交換を行いました。与野中央公園整備につ
いては、付け替え道路の整備に着手していくことを確認しました。複合スポーツ施設につい
ては、公園との一体感の形成や地域住民への影響について更なる検討を求め、引き続き協議
を行うことを確認しました。一体型調節池については、鴻沼川の氾濫被害軽減の機能と公園
の雨水流出抑制機能を兼ね備えており、現在、市と県が早期整備に向けて協議を行っている
ことを確認しました。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

【イメージ図】



中央区役所周辺をはじめとした３拠点の強化分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト１］

歴史を伝える本町通りのまちづくり分科会
［与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラン リーディングプロジェクト３］

９月に分科会を開催し、複合化の組合せや施設配置の考え方等について意見交換を行いました。その
後、市より、これまでの検討内容などを取りまとめた中央区役所周辺の公共施設再編方針（案）につい
て情報提供があり、現在、策定に向けて、パブリック・コメントが実施されています。再編方針（案）
の内容については下記の市のホームページからご確認いただけます。

■再編対象公共施設

パブリック・コメントについて、市ホームページ内にて公開中

https://www.city.saitama.jp/006/002/008/002/p083011.html 

① 中心拠点にふさわしいまちづくり【拠点性／防災性】 ② 利便性・快適性の向上【利便性／快適性】

 地域資源を活用した交流の場の創出【持続性／固有性】 ④ 財政負担の縮減【経済性／収益性】

多世代助け合いの
促進

子どもや子育て世代、高
齢者にそれぞれ必要な生
活支援サービスを提供し、
世代間相互の交流や支え
合いを育む

地域住民が身近に憩える
環境を提供し、日常の暮ら
しにおける地域の交流(家
族のようなつながり)を育む

地域住民の交流や
コミュニティ活動の充実

地域の誇りや愛着を
持てる場所の創出

公共サービスの提供の核と
なる区の拠点づくり、地域
に親しまれる新たな顔づくり
を図る

文化の発信や
活動の場の創出による
にぎわいの創出

新たな文化の創出、文化
の発信や活動の場の創出
による地域のにぎわいや活
力を生み出す

中央区役所周辺の現状・課題等を踏まえ、中央区役所周辺の公共施設再編に係る基本方針を定めます。

⑤ デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進

■基本方針

■空間づくりの考え方
事業区域が魅力的な空間として多くの市民に親しまれ活用される場所となるために、市民、事業者、行政と

いった様々な立場の人々が以下の空間づくりの考え方を共有し、施設整備や維持管理・運営等に関わることが
必要と考えられるため、事業区域における空間づくりの考え方を整理します。

■施設配置のイメージ（案）

平成２８年度に立ち上げたＬＰ３分科会の取組の振り返りや今後の

分科会で取り組んでいく内容について、意見交換を行いました。

アートによる本町通りのより良い空間形成のため、本町通り沿道の

シャッターや外壁等にスポンサーを集めて、プロのアーティストや学

生に絵（アート作品）を描いてもらうという取組みの提案がありまし

た。今後、実現に向けて、具体的な検討を進めていきます。

第１回分科会を開催しました！

本町通り沿道組織の設立に向けた取組状況について共有しました！

市から、本町通りの沿道住民における組織の設立に向けた取組状況等について、情報提供がありまし

た。これまでの取組として沿道住民へのアンケート調査やワークショップの結果、今後の組織化のスケ

ジュール等について説明を受けました。それを受けて、今後設立される沿道組織と協議会との連携につ

いて、意見交換を行いました。

H28年度

H29年度

・LP３分科会の設立
・沿道住民を対象にアンケートを実施

・LP３分科会内で本町通りで今後取り組む内容を
検討するワークショップを実施

・今後３年間で取り組む施策の整理

・まちづくり先進地区の現地視察
（中仙道蕨宿・岩槻市宿通）

・市が本町通り交通社会実験を実施
・前庭空間活用の取組実施

・まち歩きマップの作成

H30年度

R元年度

R２年度

３
年
間
の
施
策
実
施

現地視察の様子
（写真は中仙道蕨宿）

社会実験実施中
の様子

昨年度、ＬＰ３分科会において、「まちの歴史の状況

発信」の一環として、本町通りの歴史や沿道店舗を掲載

した、まち歩きマップ「本町通りまちぶらり」を作成し

ました。

中央区の各公共施設への配置および、ご協力頂いた店

舗、与野本町駅などに配置しましたので、ぜひご覧くだ

さい。

【沿道組織化に向けたスケジュール】

・Ｒ３．８ 沿道住民アンケート調査

・Ｒ３．１１ 本町通り街並みづくりワークショップ

・Ｒ４．２頃 沿道組織の会員募集（予定）

・Ｒ４．３頃 沿道組織設立（予定）

中央区役所周辺の公共施設再編方針（案）について情報提供いただきました！

パブリック・コメントの実施概要

■意見募集期限 ： 令和４年１月２６日（水）
■資料の公表場所 ： ◇まちづくり総務課窓口、資産経営課窓口

◇各区役所情報公開コーナー ◇さいたま市ホームページ など
■意見提出方法 ： ◇郵便・持参・ファックス

◇その他：ホームページ内「ご意見入力フォーム」

中央区役所周辺の公共施設再編方針（案）の概要

こ れ ま で の 取 組




